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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第76期

第１四半期連結
累計期間

第77期
第１四半期連結
累計期間

第76期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　６月30日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　６月30日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

売上高 （千円） 1,091,520 1,183,372 4,576,280

経常利益又は経常損失（△） （千円） △252 15,436 9,481

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） 1,277 △19,644 78,873

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 55,258 △43,718 8,162

純資産額 （千円） 1,970,073 1,868,315 1,922,977

総資産額 （千円） 6,368,126 5,955,784 6,104,000

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） 3.51 △53.94 216.56

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 30.9 31.4 31.5

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３．第76期第１四半期連結累計期間及び第76期の「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益」につきま

しては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４．第77期第１四半期連結累計期間の「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」につきましては、１株当たり

四半期純損失金額を計上しており、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前連結会計年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

 

(1)業績の状況

　当第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)における我が国の経済情勢は、雇

用・所得環境の改善傾向が見られるものの、来年４月に予定されていた消費税増税の延期、英国のＥＵ離脱決定

の影響による急激な円高への進行等先行き不透明な状況で推移致しました。

　住宅市場におきましては、国による住宅取得促進の各種施策やマイナス金利導入による住宅ローン金利の低水

準が続くことで、住宅取得を考える消費者の追風となり新設住宅着工戸数は堅調に推移いたしました。当第１四

半期連結累計期間における東海三県の新設住宅着工戸数は、総着工戸数は前年度比0.1％の増加、戸建住宅は

2.5％の増加となり、住宅着工戸数に回復の傾向が見られ、当社グループの営業にもその影響を感じることが出

来ております。

　このような状況の中、当社グループにおきましては、新規顧客及びハウスメーカーへの販路拡大に努めてまい

りました。その結果、売上・営業利益共が当初見込みを超える結果となりました。

以上の結果から、当第１四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高は1,183百万円（前年同期比91

百万円増、8.4％増）となりました。利益面につきましては、売上高増加に伴い売上総利益額が増加したことか

ら、営業利益は８百万円（前年同期は６百万円の営業損失）、経常利益は15百万円（前年同期は０百万円の経常

損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は、木材コンビニＡ’ｚｅｎ館中川の一部建物等固定資産を減損処

理し45百万円を特別損失に計上した結果19百万円の損失（前年同期は１百万円の親会社株主に帰属する四半期純

利益）となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

1）営業本部

　営業本部におきましては、プレカットの販売、ツーバイフォー建て方支援を積極的に進め、新規顧客への販路

拡大を図りました。木材コンビニＡ’ｚｅｎ館中川では、固定顧客の増加及び新規顧客の増加等により、売上高

は増加、損益は改善する結果となりました。

　その結果、売上高は1,057百万円（前年同期比71百万円増、7.3％増）となり、セグメント損失は19百万円（前

年同期はセグメント損失34百万円）となりました。

2）市場本部

　市場本部におきましては、名古屋市緑区の土地を販売したほか、新規戸建て分譲住宅、分譲マンションの建設

を進めてまいりました。その結果、売上高は56百万円（前年同期比10百万円増、24.2％増）となり、セグメント

損失は17百万円（前年同期はセグメント損失９百万円）となりました。

3）不動産事業

　不動産事業におきましては、賃貸物件においては安定的な収入を継続して確保しております。その結果、売上

高は69百万円（前年同期比９百万円増、15.3%増）となり、セグメント利益は60百万円（前年同期比15百万円増、

33.0%増）となりました。
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(2)当第１四半期連結会計期間末の資産、負債

当第１四半期連結会計期間末（平成28年６月30日現在）の当社グループの財政状態は、売上が増加したことに

より、受取手形及び売掛金は前連結会計年度末に比較して22百万円の増加となりました。また、たな卸資産は前

連結会計年度末に比較して22百万円減少し、支払手形及び買掛金は前連結会計年度末に比較して36百万円の増加

となりました。

　有形固定資産は、木材コンビニＡ’ｚｅｎ館中川の一部建物等固定資産を減損処理したこと等により、前連結会

計年度末に比較して40百万円の減少となりました。

　投資有価証券につきましては、株式相場が下降した影響から、前連結会計年度末に比較して33百万円の減少とな

りました。

　借入金残高は前連結会計年度末に比較して153百万円減少し、これらを統合して現金及び預金の合計は、前連結

会計年度末に比較して74百万円減少しております。

　以上の結果から、自己資本比率は前連結会計年度末に比較して0.1ポイント減少の31.4％となりました。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

　特に記載すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,600,000

計 1,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 400,000 400,000 名古屋証券取引所第二部
単元株式数

100株

計 400,000 400,000 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（百株）

発行済株式
総数残高
（百株）

資本金
増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
― 4,000 ― 200,000 ― 6,567

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 35,700 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 362,700 3,627 ―

単元未満株式（注） 普通株式  1,600 ―
一単元（100株）　　　

未満の株式

発行済株式総数 400,000 ― ―

総株主の議決権 ― 3,627 ―

　（注）「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式93株が含まれております。

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　名古屋木材㈱
　名古屋市中川区山王

二丁目６番41号
35,700 － 35,700 8.92

計 ― 35,700 － 35,700 8.92

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

名古屋木材株式会社(E00628)

四半期報告書

 6/16



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から

平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 541,439 466,573

受取手形及び売掛金 876,512 899,166

たな卸資産 966,197 943,429

その他 46,211 55,633

貸倒引当金 △1,150 △400

流動資産合計 2,429,211 2,364,403

固定資産   

有形固定資産   

土地 2,577,929 2,577,929

その他（純額） 486,018 445,814

有形固定資産合計 3,063,947 3,023,743

無形固定資産 10,160 9,634

投資その他の資産   

投資有価証券 487,882 454,795

その他 148,160 138,519

貸倒引当金 △35,361 △35,311

投資その他の資産合計 600,681 558,003

固定資産合計 3,674,789 3,591,380

資産合計 6,104,000 5,955,784

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 898,708 935,528

短期借入金 750,000 700,000

1年内返済予定の長期借入金 759,720 761,220

未払法人税等 2,844 1,870

賞与引当金 15,550 23,000

その他 89,697 108,193

流動負債合計 2,516,520 2,529,812

固定負債   

長期借入金 891,160 786,280

繰延税金負債 473,763 467,227

退職給付に係る負債 111,340 113,023

受入保証金 128,806 128,806

その他 59,432 62,318

固定負債合計 1,664,502 1,557,655

負債合計 4,181,022 4,087,468
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 200,000 200,000

資本剰余金 6,567 6,567

利益剰余金 1,664,079 1,633,507

自己株式 △107,743 △107,760

株主資本合計 1,762,903 1,732,315

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 160,074 136,000

その他の包括利益累計額合計 160,074 136,000

純資産合計 1,922,977 1,868,315

負債純資産合計 6,104,000 5,955,784
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 1,091,520 1,183,372

売上原価 914,711 985,846

売上総利益 176,809 197,526

販売費及び一般管理費 182,917 189,423

営業利益又は営業損失（△） △6,108 8,103

営業外収益   

受取利息 5 3

受取配当金 10,229 8,399

仕入割引 3,403 3,493

その他 1,067 3,651

営業外収益合計 14,706 15,547

営業外費用   

支払利息 6,367 5,785

売上割引 2,479 2,428

その他 3 －

営業外費用合計 8,850 8,214

経常利益又は経常損失（△） △252 15,436

特別利益   

厚生年金基金代行返上益 2,332 －

特別利益合計 2,332 －

特別損失   

固定資産処分損 0 －

減損損失 － 45,434

特別損失合計 0 45,434

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
2,080 △29,998

法人税等 802 △10,353

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,277 △19,644

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
1,277 △19,644
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,277 △19,644

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 53,980 △24,074

その他の包括利益合計 53,980 △24,074

四半期包括利益 55,258 △43,718

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 55,258 △43,718

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得す

る建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

減価償却費 11,895千円 11,155千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 10,926 30  平成27年３月31日  平成27年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 10,926 30  平成28年３月31日  平成28年６月30日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 営業本部 市場本部 不動産事業 合計

売上高     

外部顧客への売上高 985,850 45,211 60,458 1,091,520

セグメント間の内部売上高又は振替高 5,005 － － 5,005

計 990,856 45,211 60,458 1,096,526

セグメント利益又はセグメント損失（△） △34,775 △9,310 45,771 1,685
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,685

セグメント間取引消去 416

全社費用（注） △2,354

四半期連結損益計算書の経常損失（△） △252

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 営業本部 市場本部 不動産事業 合計

売上高     

外部顧客への売上高 1,057,553 56,139 69,680 1,183,372

セグメント間の内部売上高又は振替高 4,092 179 － 4,271

計 1,061,645 56,318 69,680 1,187,644

セグメント利益又はセグメント損失（△） △19,424 △17,176 60,875 24,274

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 24,274

セグメント間取引消去 400

全社費用（注） △9,238

四半期連結損益計算書の経常利益 15,436

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　当第１四半期連結累計期間において、「営業本部」で減損損失を45,434千円計上しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
3円51銭 △53円94銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）　

（千円）

1,277 △19,644

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

1,277 △19,644

普通株式の期中平均株式数（株） 364,207 364,199

（注）１．前第１四半期連結累計期間の「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」につきましては、潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

２．当第１四半期連結累計期間の「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」につきましては、１株当たり四半期

純損失金額を計上しており、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月９日

名古屋木材株式会社

取締役会　　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高　木　勇

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡　田　昌　也

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている名古屋木材株

式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日か

ら平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、名古屋木材株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

利害関係

　　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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